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日本トイレ研究所 



「トイレの日」の新たな取り組み 

 

 トイレを大切に使おうという気持ちを込めた日本トイレ研究所のスローガン「トイレに、

愛を。」をテーマに、８名のアーティストがトイレ内に作品を展示することで、表参道ヒル

ズ横の公衆トイレが“トイレ美術館”になりました。 

 トイレが、美術館という美しい場所に変わることで、トイレへの意識の変化を促す試み

です。この二日間、トイレ美術館前では、道行く多くの人が振り向いたり、写真を撮った

り、笑ったり、驚いたり・・・普段は気にもされない公衆トイレが大きな注目を集め、多

くの方々に来館して頂くことができました。 

 

１．開催概要 

 日時： 2009 年 11 月 7 日（土）～8 日（日）AM11:00～PM8：00 

 場所：渋谷区立表参道ヒルズ公衆トイレ 

 主催：日本トイレ研究所 

 協力：表参道ヒルズ、表参道・新潟館ネスパス 

 協賛：王子ネピア株式会社、株式会社総合サービス、大央電設工業株式会社、 

    TOTO 株式会社、日本セイフティー株式会社（５０音順） 

 アンケート協力：東洋大学国際地域学部国際地域学科杉田映理研究室 

 クリエイティブ協力：並河 進 ㈱電通ソーシャル・デザイン・エンジン、 

            田中偉一郎 ㈱電通アートディレクター 

 

２．出展アーティスト 

 日比野克彦、ひびのこづえ、小林紀晴、大橋陽山、新見文、古谷萌、並河進、 

 田中偉一郎（順不同） （※作品は４ページより） 

 

３．来館者数（トイレ利用者数） 

  合計：３,３１４人（7 日：１,５８２人（男性 907/女性 675）、8 日：１,７３２人（男性 963/女性 769）） 

 

 

 

 

 

 

 

４．併催イベント「第 1 回 トイレに、愛を。フォーラム」 

 日 時：2009 年 11 月 8 日（日）PM4：00～5：30 

 場 所：表参道・新潟館ネスパス３F 

 テーマ：トイレと美の融合は、社会を、生活を豊かにする 

   第一部「おなかの中から美を究める」～美容と健康は、いいうんちから始まる～

  辨野義己（(独)理化学研究所知的財産戦略センター辨野特別研究室） 

 第二部「『表参道トイレ美術館』という試み」 

  ～トイレと美術が融合することで、意識の転換が起きる～ 

  小林紀晴、大橋陽山、新見文、並河進、田中偉一郎 
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５．作品 

以下に、出展作品とともに、プロフィール、作品への思いを記載する。 

 

 

 

 

  

＜作品への思い＞ 

インドのバラナシからコルカタに旅している時、インドの男

の人が、田んぼの中で点々と座り、朝日を見ながら排泄

していた。大地の一部、土とつながっている感じがして、

すごく美しい風景であった。朝日を見ながら排泄をする

ことは、豊かな感じがする、また、八ヶ岳の 2600ｍから

の風景を見ながらの排泄は贅沢と思う。おしっこをしな

がら心地よい気持ちになれる作品として 3 つの風景写

真を出展した。 

＜作品への思い＞ 

作品タイトルを「濡れても大丈夫」「濡らしても大丈夫 

なパンツ」などにしようとも思ったが、あまりにもストレート

すぎて恥ずかしかったので、「パンツ」にした。 

＜作品への思い＞ 

「トイレに、愛を。」をテーマに、トイレに作品が置かれること

をイメージ。 

水場なので水にぬれても大丈夫で、明るい雰囲気が出せ

る陶板作品を出展した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

  
＜作品への思い＞ 

「トイレも水の神が宿る場所。暗いイメージの場所に一筋の光、

小川のせせらぎの清涼感のようなものを表現したいと考えた。

地球規模での水の循環、人間は地球や自然、水がなければ生

きていけない。循環をテーマに「水」という作品を出展した。」 

＜作品への思い＞ 

「トイレに愛を」がテーマということで、実際に腰掛けて考え

てみることにしました。 

視線の先には 祖父が作ったジグソーパズルの白鳥が。 

引き寄せられるように 少女の姿が想い浮かんだ。 

 

夢のような絵にしたくて 造花のお花を飾りました。 

 

＜作品への思い＞ 

トイレって丸っこくて、つるつるしてて、真っ白でなんか

かわいい。排泄物を流すのだけど愛すべき要素をたく

さん持ったキャラクターなのではないかと思い、トイレ

自体をキャラクター化した今回のシリーズを制作し

た。 
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６．表参道トイレアンケート結果と美術館利用状況 

 

来館者アンケート 

 「トイレ美術館」に関してのコメントが 188

名から寄せられ、回答内容を分類すると、「支

持する」は 79.8％、「どちらかというと支持」

は 13.3％、「支持しない」は 5.9％でした。 

「支持する」の内訳として、“美術館という発

想が良い”という意見が最も多く、次いで“作

品の支持”、“表参道トイレへの支持”という

内容でした。 
 以下に主なコメントを紹介します。 
 

＜作品への思い＞ 

トイレの紙を使い、トイレの神を制作。トイレはプライベー

トなところ。もし汚したとしても誰にも見られていない。そ

れを見張っている神様のようなイメージ。 

これがあることで普段の公衆トイレとは違う気配を持た

せた。いろんなことを無言で伝えている。 

＜作品への思い＞ 

トイレっていろんな意味があると思うけど、例えば小さな

女の子がいじめられて、トイレの中で一人で泣いたりす

る。自分のプライベートな空間でもある。トイレは汚れて

いるというイメージがあるけど、実は自分の本当の素顔

を知っている場所でもあると思う。また、トイレの中では、

物思いにふけったり、イマジネーションする場所だったり

する。そんな思いをもとに、さまざまな詩を制作した。 



美術館という発想が良い 

・ トイレに滞在しても嫌じゃないと思えるのは、いいなぁと思った（30 代・女性） 
・ いつもは殺風景なトイレに絵や作品があることによって楽しく利用できました（20 代・

女性） 
・ トイレは独りになれる場所なので、実は、皆いろいろな思い出がある場所です。そんな

場所に、素敵な絵や詩があると、ほっとしたりするので、素敵だと思いました（20 代・

女性） 
・ トイレに美術館という発想がとても面白く、トイレに興味を持つきっかけになると思い

ました（20 代・女性） 
 

作品の支持 

・ おもしろいと思いました。鏡に書いてある詩を読んだとき、トイレの思い出をたくさん

思い出しました（20 代・女性） 
・ きれいな空の写真がよかったです（30 代・男性） 
・ 詩がよかったです。個室の中にもあったら、もっとじっくり読めるのになあと思いまし

た（20 代・女性） 
・ 手洗い場の近くにあった「トイレの神様」が印象的でおもしろかったです（20 代・男

性） 
・ 詩はジーンと心に響きました。白鳥と少女の絵は心が癒やされました（40 代・女性） 

 
表参道トイレへの支持 

・ 一つひとつ個室が広い。かわいらしい印象を受けた（20 代・男性） 
・ 明かりの入り方がすてき。清潔感がある。入りやすい（10 代・男性） 

・ 外観が素敵でした。トイレっぽくなくて良かった。駅のトイレももっと明るい感じにす

るといいと思う（30 代・女性） 

・ 清潔感有り。スッキリしていて安心感も有りました。思わず有料かな？なんて思いまし

た（40 代・女性） 
・ 手洗い場の高さが何種類かあったので親切と思った。小便器横のパーテーションが効い

ている（20 代・男性） 
 

その他 

・ とても落ちついた雰囲気で気持ちを落ち着かせることができました（10 代・男性） 
・ まず、トイレに入って絵があってびっくり!!待ち時間もくつろげる感じでした（20 代・

女性） 
・ 用を足しながら心地よかった（50 代・男性） 
・ トイレの中に可愛らしい絵が飾ってあってとても良かったです。ほんわか和みました

（10 代・女性） 
・ 期間限定だけでなく常にこういったおしゃれなトイレを使いたいと思いました。使いた

くなるトイレだと思います（20 代・女性） 
・ トイレ美術館のようなトイレが街にある環境があると、どんなにトイレ時間が楽しみに

なるだろうと思いました。これからの活動を楽しみにしています（30 代・女性） 
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